

















































































































































































ｈ伝川糘７ しくみ (｢大地震からあなたの家族を守る本」（学研）及び ｢都市型大震災に備えて」 (法研）か
地球は中心から，「核｣，「マントル｣，「地殻」の３層に分かれています。卵にたとえると黄身にあたる部
分が「咳｣，白身の部分が「マントル｣，外側の殻にあたるものが「地殻」です。核の部分は地表よりはるかに
温度が高く，マントルは常に下から熱せられている状態にあります。
熱くきったマントルは上昇し，冷たいマントルは下に沈むというように風呂の水と同じような対・流をくり返
しています。
熱くなったマントルが，主に海底にできた地
球の裂け目（海嶺）からわき出し，冷えて厚さ
数十ｋｍ～百ｋｍ，幅数千ｋｍにおよぶ板状の
岩盤（プレート）となり，熱いマントルの上に
乗って年間数ｃｍずつ動きます。
このプレートは’億数千万年かかって大洋を
移動し，反対側の大陸プレートとぶつかって再
びマントルの中にもぐり込みます。このプレー
トが大|崖プレートとぶつかったとき，それを一
緒に引きずり込もうとする力が働きます。この
ため大|崖プレートも年間数ｃｍずつ地球の中心
部に向かって折れ曲がるようにゆがんでいきま
すが’百年くらいたってゆがみが数ｍにも達
すると今度は元の位置にもどろうとして大陸
プレートがはね返ります。この“はね返り”の
エネルギーが地震を引き起こします。これまで､警戒されてきた，プレート境界付-近で起こるタイプの地震で､す。
一方，阪神大震災では，もうひとつの「断層型」タイプ゜の地震がクローズアップ.きれました。プレート同士
が押し合ったり，引っ張り合ったりしているうちに，フ・レートの内部に圧力が加わ')ます゜数百年から数千年
の間にひずみができ，もとに戻ろうとする力が，断層にかかります。そしてあるとき，その断層がずれ，地震
を起こします。
特に，過去200万年くらいの間に活動した形跡が見られ，警戒
を要する断屑を「活断層」といいます。この活断層は日本列島い
たるところに走り，いつずれても不思議ではない状態です。今後
は，活|断層の見直しが地震対策のひとつの柱になることでしょう。
また，「１本列島付近では，太平洋，北米，ユーラシア，フィリ
ピン海の４つのプレートがぶつかり合っています。首都圏直下に
はフィリピン海プレートと太平洋プレートが沈み込んでおり，い
つ，それが首都圏を襲うか危ぶまれています。
－，９－




